Help-Toshokan ツアー "東北を知ろう～岩手県沿岸部を巡る2泊3日～"

訪問先紹介（2012.1.13版）
岩手県立図書館
集合21日午後2時、図書館総合受付（アイーナ３F）
JR盛岡駅西口複合施設「いわて県民情報交流センター」（アイーナ）の３F,４F（一部）図書館床面積10,590平米、収蔵能力153万冊。
運営は館長ほか９名の教育委員会職員と、指定管理者職員延べ５２名のジョイント企業㈱エヌ・ティ・ティファシリティーズが行っています。（図書館部門はTRC）
今回の震災では被害は比較的軽微であったが、教育委員会職員などによる県下の市町村図書館の巡回、聞き取り調査などを精力的に行っています。
震災時の岩手県下の図書館被災状況や県立図書館やいろいろな形での支援の状況などをお聞きし、館内見学ツアーを行います。
宮古市立図書館
図書館は地震の際一部損傷があったものの、すでに修理は完了している。4月1日から開館している。当日は日曜ではあるが、館内を見学させていただける。
山田町立図書館
図書館の建物は無事であったが、一時避難所として使われ開館が遅れた。図書3万冊が流失したとの情報あり。22日は館長さんから被災時とその後の復興状況についてお話をしていただく予定。
大槌町立図書館
図書館は津波により、躯体部分を残し壊滅的打撃を受ける。現在避難所を中心に生涯学習課が自動車で配本活動を行っている。図書館再建のめどは立っていない。シャンティ国際ボランティア会など多くの団体が、定期的な読書支援活動の巡回行っている。
当日は、生涯学習課職員の方から直接お話を伺える予定。
釜石市立図書館
図書館は津波被害は免れたが、閲覧室天井などが大きく破損。2階部分も機械類の故障で郷土資料などが水をかぶる。当日は、館長さんが説明をしていただける予定。
大船渡市立図書館
市文化ホール「リアスホール」内の図書館。図書館は地震・津波の被害はなかったが、リアスホールが避難所となったため、ボランティアの宿泊施設として利用された。当日は、館長から説明を受ける。途中壊滅した三陸公民館図書室も見学予定。
陸前高田市立図書館
図書館は津波で壊滅し、隣接する体育館に避難した職員や利用者も被災した。市役所も被災しており、高台に仮庁舎を設け事務を取っている。
当日は、教育委員会の方のお話しや、被災した古文書復興にかかわっている陸前高田古文書研究会会員のお話を直接伺える予定。
